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出典:ETC2.0プローブデータ（2022年1月～10月、12月 平日昼間12時間）

企業活動を支援する
仙台北部道路

企業活動を支援する
仙台北部道路

■仙台北部道路周辺の大型物流施設立地状況

■利府しらかし台ICから近接ICへの所要時間

（分）

２
仙台北部道路の
整備効果

多方面へのアクセス性が向上

周辺物流施設開発企業の声

出典:2023年企業ヒアリング調査

▼仙台北部道路沿線の企業立地状況
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物流施設（2010年以降立地※1）
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仙台北部道路沿線に
新規企業や物流施設の立地

 仙台北部道路の沿線は、工業団地が複数立地する中で、全線開通により利府しらかし台ICから
仙台港北IC間の所要時間が半分以下に短縮するなど各方面へのアクセス性が向上し、企業や
物流施設の立地が進展しました。

 仙台北部道路は、各地へのアクセス性や内陸部～沿岸部への時間信頼性の向上により、東北
の重要な物流拠点の集積地として大型物流施設の進出とともに、周辺の企業活動を支援してい
ます。

沿線地域に企業立地が進展
■沿線自治体の累計立地企業数（2001年-2022年）

仙台市街地への近距離配送に加え、東北全域への
中・⾧距離配送の効率化を支援

効果ふきだし
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出典:NEXCO東日本調べ
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利府しらかし台IC

■利府しらかし台IC付近の
大型物流施設概要

敷地面積:12,493坪
延床面積:14,929坪
階 層:2層
竣 工:2022年(令和4年)2月

敷地面積:4,886坪
延床面積:6,336坪
階 層:2層
竣 工:2024年(令和6年)3月予定

DPL
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航空写真:「Copyright(c) ＮＴＴ空間情報All Rights Reserved」

出典:大和ハウス工業株式会社HP

2022年竣工

2024年竣工予定

※1 開発予定を含む
※2 沿線立地企業の抽出条件:2010年以降に沿線自治体（富谷市、利府町、大和町、大衡村、大郷町、仙台市）に1,000m2以上の用地を

取得して立地した製造業企業

出典:NEXCO東日本調べ、みやぎ企業立地ガイド（2022-2023）

※沿線立地企業の抽出条件:
2001年以降に沿線自治体（富谷市、利府町、大和町、大衡村、大郷町、仙台市宮城野区、仙台市泉区）に
1,000m2以上の用地を取得して立地した製造業企業
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DPL仙台泉
（2023年11月竣工予定）

プロロジスパーク仙台泉3
（開発計画中）

DPL仙台利府Ⅱ
（2024年竣工予定）
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沿線に企業立地が進展

• 仙台北部道路が一部を担うぐるっ都・仙台は、都市圏
環状道路として首都圏の環状道路と同じような機能
を担い、東北自動車道や沿岸部など多方面へのアク
セスが可能。沿線の大型物流施設は、利府しらかし台
IC近接であることが開発の決め手で、交通利便性の
高さから予想以上のニーズがあり、隣接地に2施設目
を整備した。

• 仙台北部道路があることで、東北自動車道沿線から
沿岸部へのアクセス性が向上。時間が読めることは物
流の品質確保につながる。また、三陸方面にもアクセス
性が高いため、誘致企業の拡大や今後の候補地の拡
大が期待される。


